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ポスト・コロナ時代のオンライン連携授業

• コロナ後を見据えたオンライン授業の展開
• 大学間でのオンライン連携授業

• 各大学のリソースが限られるなか、各大学が強みをもつ分野での授業を提供しあ
うことで、学生に対してより多様な学修機会を提供

• 遠距離の壁を超えた大学同士の連携
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東外大によるオンライン連携授業の事例

単位互換制度に基づく 単位互換制度に基づかない

同期型（リアルタイム双方向） 初級フランス語講座 自ら開講授業の相互乗り入れ

非同期型（オンデマンド） ― ベトナム語自習教材
留学生用日本語教材
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オンライン連携授業におけるLMS利用の課題
• 授業支援ツールとしてのLMS (Learning Management System)

• Moodle、Google Classroomなど
• 同期型授業での授業支援、非同期型の教材提供

• 大学間オンライン連携授業におけるLMS利用の課題
• 通常のLMSは、運用している大学の教員・学生に利用が限定
• オンライン連携授業においては、大学の壁を越えて利用できるLMSの構築が課題
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大学間共有LMSとしてのMOE
• Moodle for Open Education（通称MOE「もえ」）

• オンライン連携授業において共同利用可能なLMS
• 2022年4月から運用開始
• https://moe.tufs.ac.jp/

• Moodleをベースに、LMSとしての基本的な機能を実装
• 教員側：授業コースの設定、資料の配付、教材・課題・小テストの提示、レポー
トの回収など

• 学生側：資料・教材・課題の受け取り、小テストの回答、レポートの提出など
• 最新のユーザーインターフェース

• モバイル端末からの利用にも対応
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学内外からのログインをいかに認証するか？
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学内外からのログインをいかに認証するか？
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学認によるMOEへのログイン認証
• 学術認証フェデレーション（学認、GakuNin）の利用

• 国立情報学研究所（NII）が運営
• MOEを学認のSP（サービス・プロバイダー）として登録
• 連携大学の教員・学生には、在籍大学のIDとパスワードを使ってMOEにログイン
できるシングルサインオン環境を提供
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学認による認証を実現するための条件
1. 連携大学が、学認に参加していること

• 各大学でのIdP（アイデンティティ・プロバイダー）の運用（275機関）
2. 連携大学が、自大学からの学認によるMOEへのログイン認証を許可し
ていること
• MOEが必要とする属性を上記IdPから送信できるよう設定

3. 連携大学が、自大学の教員・学生に対して、学認によるMOEへのログ
イン認証を許可していること
• 許可の対象範囲は各大学のポリシーの裁量
• 少なくとも、MOEを利用する教員・学生を対象に許可

学認を使った大学間共有 ：東外大の試み（ ）LMS 2022-09-09 11



学認による認証：MOEが必要とする属性 1-3

• jaOrganizationName
• 連携大学の名称
• 「あいうえお大学」
• 必須、空欄は不可

• eduPersonPrincipalName
• 連携大学内での一意な識別子に＠大学名を付けた文字列
• 「abc123456@aiueo-u.ac.jp」
• 必須、空欄は不可

• mail
• 連携大学の教員・学生のメールアドレス
• 「abc123456@pop.aiueo-u.ac.jp」
• 必須、空欄は不可
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学認による認証：MOEが必要とする属性 4,5

• displayName
• 連携大学の教員・学生のローマ字表記による氏名
• 「Moe HIGASHI」

• jaDisplayName
• 連携大学の教員・学生の日本語（漢字かな）による氏名
• 「東 もえ」
• displayNameまたはjaDisplayNameのいずれかが必須
• 両方が望ましいが、一方のみの場合、使用しない方は空欄

• 詳細は、学認「属性情報仕様一覧」 https://www.gakunin.jp/document/80
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学認の概要 https://www.gakunin.jp/fed

学認によるMOE
へのログイン認証

オンライン連携大学

学認の構成とMOE
MOE



課題の背景
• オンライン連携授業に関与する各大学のレベル（階層）
① 大学レベル （オンライン連携授業の枠組み承認）
② 教員レベル （オンライン連携授業の実施、LMSの利用など）
③ 事務レベル （学生の履修登録、成績登録など）
④ 情報基盤レベル （学認の利用手続きなど）

• レベルによって異なる決定権、前提知識、必要情報
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学認を使った大学間共有LMS利用の課題
①②③④ 各大学全レベルを通じた学認についての理解
②③④ 教育運用レベルと情報基盤レベルの連携
③ 対面前提からからオンライン前提の連携授業への切り替え
④ 大学ごとの学認属性の運用の違いの調整
④ 情報管理のポリシーの違いの調整
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① 大学レベル
② 教員レベル
③ 事務レベル
④ 情報基盤レベル



ご清聴ありがとうございました。

ver. 2022-08-31, 2022-09-04, 2022-09-08
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